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論文審査結果の要旨 
 本論文は体重が重いことがパフォーマンスに貢献する競技種目があるが、選手の中

にはインスリン抵抗性などに罹患する可能性も報告されている。研究者はこれらイン

スリン抵抗性を有する競技者のエネルギー代謝や血液性状の変化を明らかにすること

を目的として研究を遂行した。 
 大学陸上部男子投擲選手 10 名を対象に、インスリン抵抗性は HOMA-R でスクリー

ニングし、75g 糖負荷試験と高炭水化物食の摂取を実施した。 
 インスリン抵抗性を示す競技者の血液性状はグルコースレベルは正常値の範囲内で

あったが、インスリンの血中レベルは食後に高値を示し、更に、中性脂肪レベルは時

間と共に上昇することを示した。更に、呼吸商は空腹時も糖質酸化であったこと、脂

質代謝の利用が低下することを明らかにした。 
 本研究の斬新性は、インスリン抵抗性を有する競技者は高炭水化物食の摂取後に代

償的な高インスリン状態となり、脂質代謝の利用が低下するとする結論を導いている。 
 本研究で得られた知見によって、スポーツ選手が日常的に摂取する食事内容は、競

技パフォーマンスの向上の一助となると思われるが、一方では健康を害する可能性も

あることを示唆するものとなった。更に、今回の研究対象が投擲種目の選手であった

が、他の競技種目の選手に対しても同様の結果となる可能性があり、選手の糖代謝状

態の把握が重要であると結論付けをしている。 
以上より、本論文は博士（スポーツ健康科学）の学位を授与するに値するものと判

定した。 


